













私 の 原 価 計 算 の 研 究







































































そこではバ1 ） 用途別治具，（2） ……組立バ3 ） ……蟻装，（4） ……歪取，






















型電車）の見積直接工数（数社の平均）は,14,000H ～15,000H であっ た
のにたいして，標準原価計算採用の某社のそれは，9,000H であったことを
記憶している。これからして，見積直接工数（予定直接工数と考えてよい）
は標準のそれに比べてほぼ30％程度水増になっていることで，私は，常々予
定直接工数は種々の政策がとりいれられて約30％程度水増になっていること
を主張してきたが，この予定直接工数，ひいては予定原価では充分な原価管
理の成果を期待することはできないであろう。けだし，それは利益計画の達
成可能水準に設定されがちであるからである。
3. 結 び
以上，私の実際における原価計算の体験から，思いつくままに若干の問題
点を指摘してきたが，私の原価計算の研究は，まず工場にはいり，工場の実
態の理解につとめ，それに原価理論を適用する方法をとってきた。しかるに
わが国の原価計算文献の多ぐは，工場の実態を理解せず，具体性に欠け，抽
象論，空想論の展開に終っているものが多い。原価計算は工場の実相を反映
したものであってこそ経営に役立つ原価計算となりうるのではないか思考し
ている。
これを要するに，原価計算を専攻する人は，機をみて工場を見学すること
もよいが，それはその工場の表面的理解をえるにすぎず，その焦点を把握す
ることはできない。それより工場に少なくとも数年間勤め，工場の実態を理
解し，他方原価計算文献を熟読，玩味してその原価理論を摂取し，これを実
態に適用していく研究態度をとるべきであると思考する。それが私の原価計
算の研究態度である。参考になる点があれば幸である。
